
高知市議会だより

 
氏
原
嗣
志
議
員
、
川
村
貞
夫
議
員
、

土
居
ひ
さ
し
議
員
、
浜
口
卓
也
議
員

が
登
壇
！

　

氏
原
議
員
は
、
防
災
対
策
に
つ
い

て
市
内
全
域
に
標
高
表
示
板
設
置
の

提
案
、
高
知
海
岸
防
潮
堤
の
早
期
整

備
の
要
望
を
行
っ
た
。
新
庁
舎
建
設

に
つ
い
て
は
今
後
の
大
規
模
事
業
計

画
を
踏
ま
え
、
平
成　

年
ま
で
の
収

３１

支
見
通
し
を
示
す
と
の
答
弁
を
執
行

部
か
ら
引
き
出
し
た
。
川
村
議
員
は
、

仁
淀
川
源
流
域
の
廃
棄
物
最
終
処
分

場
建
設
問
題
を
取
り
上
げ
、
下
流
域

の
住
民
の
意
見
を
聞
く
こ
と
や
同
意

を
得
る
こ
と
な
ど
、
危
機
感
を
も
っ

て
質
問
し
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て

は
全
議
員
が
共
通
認
識
を
持
ち
、
建

設
計
画
反
対
の
決
議
を
全
会
一
致
で

採
択
し
、
愛
媛
県
や
久
万
高
原
町
に

意
思
を
示
し
た
。
土
居
議
員
は
、
南

海
地
震
対
策
に
絞
り
質
問
。
震
災
時

の
事
業
継
続
計
画
、
給
水
計
画
の
策

定
や
、
防
災
井
戸
設
置
を
提
案
。
ま

た
、
燃
料
確
保
と
補
給
体
制
の
整
備

新
こ
う
ち
未
来

や
、
津
波
対
策
の
盛
り
土
造
成
地
の

提
案
を
行
っ
た
。
防
災
井
戸
に
つ
い

て
は
、
執
行
部
か
ら
新
設
を
検
討
す

る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
浜
口
議
員

は
、
「
デ
フ
レ
期
に
消
費
税
増
税
を

す
る
こ
と
は
、
地
方
経
済
を
悪
化
さ

せ
る
だ
け
の
誤
っ
た
政
策
だ
」
と
主

張
し
た
。

 　

竹
村
邦
夫
議
員
が
清
掃
業
務
入
札

方
法
の
見
直
し
と
早
期
の
観
光
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定
を
提
言
！

　

本
年
度
の
庁
舎
清
掃
業
務
委
託
契

約
額
が
、
前
年
度
比
約
１
・
６
倍
の

合
計
約
４
０
０
０
万
円
と
大
幅
に
上

昇
し
た
点
を
問
題
視
。
執
行
部
か
ら

は
適
正
額
の
確
保
に
留
意
し
な
が
ら
、

経
費
削
減
の
た
め
入
札
制
度
の
見
直

し
を
検
討
す
る
と
の
答
弁
を
得
た
。

　

ま
た
得
意
分
野
の
観
光
で
は
、
高

知
県
産
業
振
興
計
画
と
連
動
し
た
本

市
観
光
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
早
期

策
定
を
訴
え
、
執
行
部
か
ら
は
年
内

の
同
プ
ラ
ン
策
定
を
目
指
す
と
の
答

弁
を
得
た
。

　

和
田
勝
美
議
員
が
有
害
鳥
獣
対
策

の
見
直
し
を
迫
る
！

　

中
山
間
地
域
で
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
の
被
害
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
点
を
指
摘
。
次
期
本
市
鳥
獣
被

害
防
止
計
画
に
、
サ
ル
と
シ
カ
を
有

害
鳥
獣
と
し
て
追
加
す
べ
き
で
は
な

い
か
と
た
だ
し
た
。

　

執
行
部
か
ら
は
土
佐
山
・
鏡
地
区

の
区
長
会
な
ど
、
関
係
者
か
ら
の
強

い
要
望
を
踏
ま
え
、
本
年
度
改
定
予

定
の
同
計
画
の
対
象
鳥
獣
に
つ
い
て
、

新
風
ク
ラ
ブ

シ
カ
は
被
害
報
告
が
少
な
く
、
今
し

ば
ら
く
状
況
を
見
守
り
た
い
が
、
サ

ル
の
追
加
は
検
討
し
た
い
と
の
答
弁

が
あ
り
、
生
産
者
に
希
望
を
与
え
た
。

 
障
害
者
の
た
め
の
「
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
方
針
を
示
す

　

近
藤
強
議
員
の
民
主
党
政
権
３
年

目
の
評
価
を
聞
く
質
問
に
対
し
、
市

長
は
、
地
域
主
権
改
革
の
推
進
や
子

ど
も
手
当
の
創
設
、
高
校
授
業
料
無

償
化
、
戸
別
所
得
保
障
制
度
な
ど
の

成
果
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
三
位
一

体
改
革
に
よ
り
削
減
さ
れ
た
地
方
交

付
税
が
相
当
復
元
さ
れ
て
お
り
、
本

市
の
財
政
再
建
に
大
き
く
寄
与
し
た

と
答
弁
。

　

ま
た
、
障
害
者
向
け
相
談
機
能
の

強
化
に
つ
い
て
は
、
身
体
、
知
的
、

精
神
の
３
障
害
に
対
応
す
る
「
基
幹

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
す
る

方
針
を
示
し
た
。

　

門
田
権
四
郎
議
員
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

塾
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
、
執
行

部
は
、
同
塾
に
通
っ
た
生
徒
の
「
塾

に
通
う
こ
と
で
成
績
が
上
が
っ
て
自

信
が
つ
き
、
高
校
に
進
学
す
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
の
声
を
紹
介
し
、
改

め
て
高
い
ニ
ー
ズ
を
感
じ
、
可
能
な

限
り
全
市
を
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
広

げ
た
い
と
答
弁
。

　

ま
た
、
一
斉
授
業
を
超
え
る
授
業

ス
タ
イ
ル
改
善
の
必
要
性
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
の
目
線
か
ら
授
業
改
善

を
行
っ
て
い
く
と
い
う
発
想
の
転
換

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ

っ
た
。

市
民
ク
ラ
ブ

 
南
海
地
震
対
策
は

　
　

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
！

同
和
行
政
の
異
常
さ
浮
き
彫
り
！

　

防
災
で
は
家
具
転
倒
防
止
金
具
の

取
り
付
け
や
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
修
繕
助

成
の
支
援
を
要
求
。
男
女
共
同
参
画

で
は
女
性
管
理
職
の
登
用
拡
大
や
防

災
会
議
へ
の
女
性
参
画
を
求
め
、
７

月
か
ら
複
数
配
置
を
す
る
と
の
答
弁
。

同
和
団
体
へ
市
長
以
下
部
局
長
が
出

向
き
、
要
望
や
研
修
を
受
け
る
な
ど

の
関
係
を
指
摘
、
会
議
録
は
公
開
さ

れ
る
こ
と
へ
。
給
食
費
滞
納
問
題
で

は
納
入
確
約
書
を
全
て
の
保
護
者
に

提
出
さ
せ
た
こ
と
は
不
適
切
と
指
摘
、

就
学
援
助
制
度
を
周
知
徹
底
す
る
よ

う
改
善
を
求
め
た
。
ま
た
、
生
活
保

護
バ
ッ
シ
ン
グ
が
孤
立
死
を
増
や
す

と
認
識
を
た
だ
し
、
入
札
積
算
方
法

の
変
更
で
１
５
０
０
万
円
も
の
清
掃

委
託
費
増
を
指
摘
、
改
正
労
務
単
価

が
反
映
さ
れ
る
制
度
創
設
と
公
契
約

条
例
制
定
を
求
め
た
。
行
き
過
ぎ
た

職
員
減
ら
し
の
停
止
と
消
防
局
な
ど

の
欠
員
解
消
を
求
め
、
庁
舎
整
備
や

旭
地
区
の
区
画
整
理
で
は
市
民
参
画

を
尊
重
し
、
大
型
事
業
は
必
要
以
上

に
過
大
に
な
ら
な
い
よ
う
求
め
た
。

 
「
公
助
」
の
要
と
な
る

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
求
め
る

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
国
や
県

の
想
定
に
沿
っ
た
早
急
な
防
災
対
策

を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
住
民
満
足

度
の
高
い
窓
口
業
務
を
実
現
す
る
た

日
本
共
産
党

公

明

党

め
の
情
報
化
政
策
を
求
め
ま
し
た
。

　

山
根
堂
宏
議
員
は
、
公
明
党
が
掲

げ
る
「
防
災
・
減
災
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
政
策
」
の
重
要
性
を
踏
ま
え
、
本

市
の
対
策
と
し
て
橋
梁
点
検
の
推
進

と
緊
急
輸
送
道
路
に
架
か
る
橋
梁
の

整
備
計
画
の
実
態
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

寺
内
憲
資
議
員
は
新
庁
舎
建
設
を

前
に
、
安
価
で
無
駄
の
な
い
優
れ
た

情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
強
く
訴
え
、

現
在
の
大
手
ベ
ン
ダ
丸
投
げ
体
制
の

改
善
を
市
長
に
求
め
ま
し
た
。

　

高
橋
正
志
議
員
は
、
新
想
定
以
後

の
防
災
行
政
無
線
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
質
問
。
執
行
部
か
ら
屋
外
ス
ピ

ー
カ
ー
の
耐
震
化
な
ど
、
地
域
と
の

さ
ら
な
る
連
携
に
よ
る
再
構
築
を
目

指
す
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

 　

近
森
正
久
議
員
提
案
の
新
観
光
資

源
「
ま
ち
な
か
ユ
ー
モ
ア
美
術
館
」

が
始
動
。
観
光
客
が
ま
ち
歩
き
す
る

こ
の
美
術
館
は
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
を

中
心
に
路
地
裏
や
民
家
の
壁
に
自
然

増
殖
を
始
め
ま
す
。
観
光
産
業
の
新

商
人
た
ち
が
誕
生
す
る
ま
ち
な
か
ユ

ー
モ
ア
美
術
館
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

み
ど
り
の
会

③　平成２４年８月１日 第　１８６　号

 6月定例会を

振り返って

会派の意見


